
早春まきほうれんそう新規導入者への栽培支援 ～北広島市～

１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

石狩農業改良普及センター本所

～ 冬季ハウスを利用した園芸栽培の検討 ～

活動年次：令和４～５年

＜要請活動＞

○早春まきほうれんそうは、道内では栽培されている
が、北広島市では栽培事例がなく近郊でも具体的な生
育データーがない。
○冬期間ハウスを使って、春の本格作付け前に葉物
園芸栽培にチャレンジしたい意向を示した若手生産者
への支援が求められた。
○新規作付けのため、ＪＡ道央と連携して栽培支援に
取り組むことになった。

①基本的栽培技術支援

・早春まき作型に適した品種選定、栽培マニュアルの提供
・土壌分析値に基づいた施肥設計支援
・春の定植（後作）に間に合うGWまでの収穫を目指した
栽栽培指導
・関係機関（ＪＡ）と現地巡回（１回／週）による
生育管理を確認と技術支援（は種支援、かん水管理、

除除草指導、収穫支援）を行った。

②生育調査および分析

・生育調査、栽培状況と課題を確認した。
【調査項目】
は種日、草丈、用数、欠株率、収穫期間、等

③篤農家の栽培技術聞き取り

・恵庭市の篤農家（ほうれんそう生産歴20年）への
使用資材や収穫方法など、聞き取りを行い安定栽培
技術を確認し、若手生産者の技術定着に向けた助言
を行った。

栽培経験ゼロからの挑戦

土壌診断値より施肥設計



４ 今後の活動 ***************************************************************

３ 活動の成果 ***************************************************************

・本年度の調査で見えた改善点を次年度の栽培技術向上へ繋げる

関係機関と連携して定期巡回（１回/週）・栽培支援することで基本的栽培技術の
習得へ繋がった

春の定植（後作：ひまわり）に影響せず、ＧＷまでに栽培・収穫が出来た
＝三者（農業者、ＪＡ、普及センター）の目的達成！

欠株の原因調査

発芽まで不織布被覆（3/6)

②生育・収穫調査、問題点調査を行ったことで、具体的なデータと改善策が見えた

①基礎的栽培技術の習得

③篤農家よりアドバイスをもらったことで、都度、疑問点の解消に繋がった。

雑草(ｲﾇｶﾐﾂﾚ）が発生

除草（カルチ）の
タイミングが遅かった

①生育初期の灌水不足（灌水パイプ間に合わず）
②は種深度が深い所があった（目標：0.5～1㎝）

効果的なカルチ方法を
教わり改善点が見えた

一部で葉ヤケ発生

Q：２月のは種は難しいですか？
Ａ：除雪が大変で現実的じゃない
普通のハウスでは鉄骨が耐えられない

Q：一週間経っても発芽しない（焦）！
A：ほうれんそうは他より遅い。
3月なら一週間以上かかる。

収穫タイミングや方法を
教わった

生育は順調に推移(4/17） 無事に収穫を迎えた
(4/25～）

生育調査（一部抜粋）

は種日 葉長（㎝）葉数（枚） 収穫始 収穫終 収穫到達日数 平均温度(℃）

3月6日 28.3 12.6 4月25日 5月7日 48 14.2

計画通り後作が
作付けできた
(5/15）

出芽状況 は種深度 ｐH

良 0.8㎝ 6.1

不良 2.6㎝ 5.2

＜要請活動＞

日中のハウス温度
（高温）に注意


